
11
月
26
日
（
日
）
、
広

島
北
民
商
共
済
会
は
役
員

学
習
会
を
お
こ
な
い
、
佐

東
公
民
館
を
会
場
に
、
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
司

会
進
行
を
伊
村
共
済
会
理

事
長
と
横
畑
副
理
事
長
が

務
め
、
午
前
10
時
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
全
商
連
「
国
保

提
言
」
を
全
員
で
読
み
合

わ
せ
、
国
保
改
悪
の
問
題

点
な
ど
を
学
び
合
い
ま
し

た
。
文
字
が
読
め
な
い
と

言
い
つ
つ
も
自
分
の
ペ
ー

ス
で
、
分
か
ら
な
い
言
葉

は
教
え
合
い
な
が
ら
読
了

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
国
保
と
公
務
員
共

済
を
比
べ
、
「
（
国
費
等

か
ら
の
）
支
援
が
少
な
く
、

負
担
が
大
き
い
」
と
、
改

善
が
必
要
と
い
う
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
社
会
保
障

推
進
協
議
会
（
社
保
協
）

の
講
演
会
の
動
画
を
視
聴

予
定
で
し
た
が
、
機
器
な

ど
の
問
題
で
上
手
く
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
講

演
会
レ
ジ
ュ
メ
を
陶
山
事

務
局
長
が
解
説
す
る
形
で

学
習
し
ま
し
た
。

最
後
に
短
時
間
で
理
事

会
を
開
き
、
秋
の
運
動
で

の
共
済
拡
大
を
め
ざ
そ
う

と
確
認
。
１
月
28
日
（
日
）

の
「
日
曜
集
団
健
診
」
の
、

声
か
け
や
要
員
な
ど
の
協

力
も
確
認
し
ま
し
た
。

３
時
間
超
の
学
習
の
後
、

フ
ジ
緑
井
の
「
か
ご
花
」

に
場
所
を
移
し
て
忘
年
会
。

お
互
い
に
一
年
間
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
礒
道
記
】

国
保
改
悪
反
対

怒
り
の
声
上
げ
よ
う

共
済
役
員
学
習
会
へ
の

参
加
お
疲
れ
様
で
し
た
。

３
時
間
は
長
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
私
に
は
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
皆
さ

ん
は
い
か
が
で
し
た
か
。

国
保
提
言
の
読
み
合
わ

せ
で
は
、
や
は
り
当
事
者

が
置
か
れ
て
い
る
立
場
か

ら
、
怒
り
の
声
を
上
げ
訴

え
な
い
と
、
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。

声
か
け
の
甲
斐
も
あ
り
、

今
年
の
学
習
会
は
多
く
の

参
加
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
共
済
会
の
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
共
済
会
理
事
長

伊
村
俊
光
記
】

（
裏
面
に
国
保
関
連
記
事
）
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共
済
会
役
員
学
習
会

来
年
の
国
保
改
悪
・
県
統
一
化
を
前
に

問
題
点
や
運
動
の
重
点
を
学
び
合
う

お
知
ら
せ

礒
道
事
務
局
員
は
全

商
連
新
事
務
局
学
校
へ

の
参
加
の
た
め
、
左
記

期
間
不
在
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

期
間
・
12
月
６
日
（
水
）

～
８
日
（
金
）

電
子
帳
簿
保
存

２
０
２
４
年
１
月
か
ら
の
対
応
は
？

電
子
帳
簿
保
存
法
の
う
ち
、
「
電
子
取
引
デ
ー
タ

保
存
の
義
務
」
が
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
対
応
や
準
備
が
で
き
て
い
な
い
場
合
の
猶
予
措

置
が
あ
る
の
で
、
対
応
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
義
務
と
猶
予
措
置

領
収
書
・
請
求
書
な
ど
を
メ
ー
ル
な
ど
で
や
り
と

り
（
＝
電
子
取
引
）
し
た
時
、
「
一
定
の
要
件
を
整

え
て
取
引
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
」
が
、
全
事
業

者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
簡
素
な
保
存

形
式
を
認
め
る
「
猶
予
措
置
」
（
以
下
）
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◇
電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
【
猶
予
措
置
】
（
要
旨
）

改
ざ
ん
防
止
や
検
索
機
能
な
ど
、
保
存
時
に
満
た

す
べ
き
要
件
に
従
っ
て
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
保
存
で

き
な
い
際
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
は
電
子
デ
ー
タ
を

単
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

①
税
務
署
長
が
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

※
「
相
当
の
理
由
」
の
事
例
（
国
税
庁
リ
ー
フ
）

よ
り
…
「
人
手
不
足
」
「
シ
ス
テ
ム
整
備
が
間

に
合
わ
な
い
」
「
資
金
不
足
」
な
ど
、
幅
広
い

理
由
で
認
め
ら
れ
ま
す
。

②
税
務
調
査
な
ど
の
際
に
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
お
よ
び
、
電
子
取
引
デ
ー

タ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
書
面
の
提
示
・
提

出
の
求
め
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
場

合
※
デ
ー
タ
を
消
さ
ず
に
残
し
、
印
刷
し
た
書
面
が

用
意
さ
れ
て
い
る
状
態

◎
電
子
帳
簿
保
存
法
の
他
の
対
応
…
「
電
子
帳
簿
保

存
」
と
「
ス
キ
ャ
ナ
保
存
」
の
適
用
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
任
意
（
希
望
す
る
方
の
み
）
で
す
。

（
全
商
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

国保改善の運動に、提言活かそう

忘年会も久しぶりに開催

イ
ン
ボ
イ
ス
反
対

『
ク
リ
ス
マ
ス
』
ア
ク
シ
ョ
ン

日
時
・
12
月
24
日
（
日
）

11
時
～
12
時
ご
ろ
ま
で

場
所
・
緑
井
フ
ジ
の
交
差
点

イ
ン
ボ
イ
ス
反
対
、
ガ
ソ
リ
ン

税
凍
結
の
宣
伝
や
署
名
活
動
を
し

ま
す
。
み
ん
な
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

１０月１日の行動の様子


